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り
の
こ
え

と
「
と
り
の
こ
え
」
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

想
と
し
て
、
努
力
を
重
ね
る

所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
ま
ず
、
セ

ン
タ
ー
が
管
轄
す
る
科
目
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
科
目
と
は
、

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
大
学

の
全
科
目
か
ら
、
学
部
、
大

学
院
の
科
目
を
除
い
た
も
の

の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
す
。
授
業

コ
マ
数
で
言
え
ば
、
今
年
度

全
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る

二
，
三
二
八 

コ
マ
の
う
ち

二
九
三
コ
マ
が
セ
ン
タ
ー
科

目
で
す
。
そ
の
内
訳
な
ど
に

つ
い
て
は
、
ま
た
お
邪
魔
す

る
と
き
に
ご
説
明
す
る
と
し

て
、
今
回
は
学
部
・
大
学
院

の
専
門
科
目
と
全
学
共
通
科

目
の
教
育
的
関
係
に
限
っ

初
め
ま
し
て
。
共
通
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
「
と
り
の
こ
え
」
と

申
し
ま
す
。
名
前
は
成
城
学

園
校
歌
第
一
番
の
「 

黎
明

つ
ぐ
る
鳥
の
声
」
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
活
動
内
容
を
大
学
全
体
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
使
命
を
帯
び
て
、
成
城

大
学
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

年
四
回
お
邪
魔
し
、
主
と
し

て
教
職
員
の
皆
様
の
と
こ
ろ

に
う
か
が
う
予
定
で
す
が
、

来
年
四
月
に
は
、
学
生
の
皆

様
に
も
お
目
に
か
か
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会

い
た
い
、
と
ま
で
は
行
か
な

く
て
も
、
少
し
は
面
白
い
と

こ
ろ
の
あ
る
や
つ
だ
、
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
の
を
理

て
、
私
の
理
解
を
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
理
解
と
し
て
、

学
生
は
専
門
教
育
を
受
け
る

た
め
に
学
部
を
選
ん
で
大
学

に
入
る
わ
け
だ
か
ら
、
共
通

教
育
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
刺

身
の
つ
ま
の
よ
う
に
、
補
助

的
な
役
割
を
果
た
せ
ば
よ
い

の
だ
、
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
成
城
大
学
は
、
学
園

校
歌
第
四
番
に
「
高
く
か
か

げ
し
全
人
の
」
と
あ
る
よ
う

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
円

満
な
人
格
を
育
成
す
る
こ
と

を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
、
専
門
知
識
・
能
力
が

人
格
と
調
和
し
た
状
態
と
と

ら
え
る
と
、
共
通
教
育
は
、

専
門
教
育
を
人
格
涵
養
に
橋

渡
し
す
る
役
割
を
負
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
体
育
科
目
は
、
健
全
な

身
体
を
作
る
こ
と
で
、
健
全

な
精
神
を
養
う
こ
と
を
、
ひ

と
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
柄
の
円

満
さ
と
い
う
成
城
大
学
の
学

生
お
よ
び
卒
業
生
の
大
き
な

美
質
を
今
後
さ
ら
に
伸
ば
す

た
め
に
も
、
セ
ン
タ
ー
科
目

の
役
割
は
重
要
で
す
。
共
通

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

よ
う
な
「
成
城
ら
し
さ
」
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
い

う
伝
言
を
、
セ
ン
タ
ー
・
ス

タ
ッ
フ
一
同
か
ら
言
付
か
り

ま
し
た
。

（
セ
ン
タ
ー
長
・
津
上
英
輔
）

　
「『
と
り
の
こ
え
』」
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ
」
に
も
あ
る
よ
う

に
、
本
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
『
と

り
の
こ
え
』
は
、
成
城
学
園
校

歌
一
番
の
歌
詞
に
あ
る
「
春
の

武
蔵
野
あ
け
そ
め
て　

黎
明
つ

ぐ
る
鳥
の
声

4

4

4

」に
由
来
し
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
成
城
学
園

あ
る
い
は
成
城
大
学
の
歴
史
と

比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
黎
明
期

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
が
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活

動
、
あ
る
い
は
本
セ
ン
タ
ー
が

管
轄
す
る
全
学
共
通
教
育
科
目

の
黎
明
を
告
げ
る「
鳥
の
声
」

と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

あ
け
そ
め
た
空
の
よ
う
な
す

が
す
が
し
さ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
を
い
つ
も
忘
れ
る
こ
と
な

く
活
動
し
、
情
報
発
信
し
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

題
字
に
あ
る
小
鳥
の
イ

ラ
ス
ト
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
無
料
イ
ラ
ス
ト
【
イ
ラ

ス
ト
わ
ん
パ
グ
】」（http://

w
w

w.w
anpug.com

/

「
つ
か
」

さ
ん
制
作
）
に
あ
る
イ
ラ
ス

ト
を
使
用
し
て
作
成
し
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
小
鳥
の
イ

ラ
ス
ト
の
著
作
権
は
、【
イ

ラ
ス
ト
わ
ん
パ
グ
】
制
作
者

の「
つ
か
」さ
ん
に
あ
り
ま
す
。

「とりのこえ」の  
由来

『
成
城
大
学 

共
通
教
育
論
集
』

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
『
成
城
大
学　

共
通
教
育
論

集
』
第
二
号
が
、
二
〇
一
〇
年

三
月
二
三
日
付
け
で
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
論
文
六
本
、

研
究
ノ
ー
ト
四
本
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、本
セ
ン
タ
ー

の
二
〇
〇
九
年
度
分
の
活
動
報

告
を
、
記
録
と
し
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
度
末

発
刊
予
定
）
の
原
稿
募
集
に
つ

い
て
は
、
七
月
一
日
を
目
途

に
、
別
途
書
面
と
本
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

成城大学
共通教育研究センター
ニューズレター
2010 年度第 1号

　『とりのこえ』では、みなさまからのご

意見やご感想、共通教育（教養教育、初

年次教育など）にまつわる話題や原稿な

どを募集しております。詳細は、本セン

ター（４頁参照）までお願いいたします。

ご意見・ご感想・寄稿募集
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第
二
回
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
企
画
進
行
中

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
学

共
通
教
育
科
目
Ｗ
Ｒ
Ｄ
に
お

け
る
授
業
の
成
果
を
公
開
す

る
場
と
し
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画
・

運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
当
初
、
Ｗ
Ｒ

Ｄ
科
目
担
当
教
員
有
志
と
他

大
学
に
お
い
て
類
似
す
る
科

目
を
担
当
す
る
教
員
ら
と
の

自
主
的
な
交
流
に
よ
っ
て
企

画
さ
れ
、
他
大
学
の
学
生
も

交
え
た
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て

出
発
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九

年
度
か
ら
は
、
本
学
の
Ｗ
Ｒ

Ｄ
科
目
担
当
教
員
有
志
で
、

Ｗ
Ｒ
Ｄ
履
修
学
生
を
対
象
と

し
た
第
一
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

「
病
」「
裁
く
」「
ス
ポ
ー
ツ
と

○
○
」
と
い
っ
た
大
枠
の
テ
ー

マ
の
み
を
設
け
、
そ
こ
か
ら

自
由
な
発
想
で
、
各
グ
ル
ー

プ
が
テ
ー
マ
を
決
め
、
一
五
～

二
〇
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
の
基
準
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
や
構

成
は
も
ち
ろ
ん
、
質
疑
応
答

の
仕
方
に
ま
で
及
び
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
で
は
な
く
、
フ
ロ
ア
ー
で

よ
い
質
問
を
し
た
学
生
に
も

「
ベ
ス
ト
質
問
賞
」
と
し
て
表

彰
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
他
大
学
の
学
生

も
交
え
た
イ
ン
カ
レ
コ
ン
テ

ス
ト
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て

お
り
、
本
学
の
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
グ

ル
ー
プ
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
同

じ
テ
ー
マ
で
様
々
な
内
容
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
互

い
に
聞
き
あ
う
こ
と
で
学
生

同
士
の
学
部
を
超
え
た
交
流

は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
同
士
で

も
学
生
の
指
導
方
法
や
授
業

の
進
め
方
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
で
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｆ

Ｄ
）
を
促
進
す
る
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
初
年
次
教
育
の

重
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
初

年
次
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
内
容
や

指
導
方
法
の
構
築
に
か
ん
し

て
、
各
大
学
で
は
そ
れ
ぞ
れ

手
探
り
で
様
々
な
「
模
索
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン

タ
ー
で
も
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

よ
う
な
企
画
を
通
し
て
、
本

学
で
の
初
年
次
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
「
模
索
」
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
度
の
Ｗ
Ｒ

Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
（
第
二
回
）
は
、

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
九
日

（
土
）（
同
日
に
開
催
で
き
な

い
場
合
は
二
〇
一
一
年 

一
月

八
日
（
土
））
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
、「
た
べ

る
」
で
す
。
時
間
的
な
制
約

か
ら
、一
ク
ラ
ス
か
ら
一
チ
ー

ム
の
み
の
エ
ン
ト
リ
ー
と

し
、
全
部
で
一
〇
チ
ー
ム
程

度
の
出
場
枠
を
想
定
し
て
い

ま
す
（
Ｗ
Ｒ
Ｄ
の
ク
ラ
ス
す

べ
て
の
参
加
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー

方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
前
期
講
義
終
了
ま
で
に
、

Ｗ
Ｒ
Ｄ
科
目
担
当
者
に
別
途

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

（3 ページからの続き）

(6) ウェブクラス画面下部の「全学共通」欄の「共
通教育研究センター　e ｰラーニング管理用」を
クリックします。すると、「ビジュアル表現講座」

「文章表現講座」へのリンクが表示されます。

「共通教育研究センター e ｰラーニング管理用」を
クリック

(7) 「ビジュアル表現講座」「文章表現講座」それぞれの画面が
表示されます。あとは、左側（黄色の部分）に表示され
てるメニューに沿って、解説を読み学習します。プログ
ラムの最後には、学習内容の理解度を試すチェックテス
トが用意されています。

第 1 回コンテストの様子 ('10/1/9)
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本
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
年
度
、

試
行
的
に
e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
講
座
」

「
文
章
表
現
講
座
」
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
既
に
本
学

で
導
入
さ
れ
て
い
る
e-

ラ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
ウ
ェ
ブ
ク

ラ
ス
」で
使
用
す
る
教
材
で
す
。

　

全
学
共
通
教
育
科
目
に
は
、

「
Ｗ
Ｒ
Ｄ
」「
IT
科
目
」「
外
国

語
科
目
」
か
ら
な
る
リ
テ
ラ

シ
ー
科
目
群
が
あ
り
ま
す
が
、

「
Ｗ
Ｒ
Ｄ
」
と
「
IT
科
目
」
は
、

大
学
で
の
学
習
に
必
要
な
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
方
法
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ
い

て
、
相
互
補
完
的
に
扱
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、「
Ｗ
Ｒ
Ｄ
」で
は
、

レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
題
材
、
内
容
を
構
築

す
る
方
法
を
中
心
に
、「
IT
科

目
」
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ

ラ
シ
ー
A1
で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

等
の
使
用
方
法
を
中
心
に
、
大

学
で
の
学
習
に
必
要
な
リ
テ
ラ

シ
ー
を
身
に
つ
け
る
授
業
内
容

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
試
行
的
に
導
入
し
た

e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
は
、
実

際
に
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
資
料
を

作
成
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
方
法
に
加

え
て
、
文
章
（
日
本
語
）
表
現
、

論
理
的
な
文
章
の
書
き
方
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
方

法
な
ど
に
か
ん
す
る
基
礎
的
な

知
識
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

リ
テ
ラ
シ
ー
A1
で
学
習
し
た
方

法
を
、
実
際
の
レ
ポ
ー
ト
作
成

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用

す
る
た
め
の
学
習
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
e-

ラ
ー
ニ
ン

グ
教
材
を
用
い
る
こ
と
で
、
Ｗ

Ｒ
Ｄ
や
専
門
科
目
の
演
習
に
相

当
す
る
科
目
の
授
業
で
時
間
的

を
割
き
に
く
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活
用
方
法
に
か
ん
す
る
学
習

を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
科
目
で
は
、

学
生
へ
の
宿
題
や
課
題
（
特
に

夏
休
み
）
と
し
て
e-

ラ
ー
ニ

ン
グ
教
材
に
取
り
組
ま
せ
る
こ

と
で
、
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
に
ス
ム
ー

ズ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
で
す
か
ら
、

学
生
の
学
習
状
況
は
記
録
に
残

り
ま
す
。
授
業
外
で
の
課
題
と

し
て
取
り
組
ま
せ
、
後
か
ら
学

習
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど

の
管
理
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
教
材
は
基
礎
的
な
内
容

が
中
心
な
の
で
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ

か
ら
こ
そ
、
授
業
時
間
を
割
い

て
ま
で
取
り
上
げ
る
の
で
は
な

く
e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
学
生
に
自
習
を
さ
せ

る
方
法
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
い
っ
た

大
学
で
の
学
習
全
般
に
か
か
わ

る
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
全

学
共
通
教
育
科
目
を
運
営
す
る

中
で
様
々
な
側
面
か
ら
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。
こ
こ
で
紹

介
し
た
二
つ
の
e-

ラ
ー
ニ
ン
グ

教
材
の
導
入
も
そ
の
一
環
で
す
。

e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
講
座
」

「
文
章
表
現
講
座
」
導
入
と
活
用
の
す
す
め

e ｰ ラーニングシステム「ウェブクラス」（Web Class）のアクセス方法 
(1) 大学のウェブページにアクセスし、「在学生の方」（ページ上部：緑色

のタブ）をクリックします。
(2) ページ左側にあるメニューから、「WebTool」をクリックします。
(3) 「WebTool」の下にある「Web Class」をクリックします。クリックす

ると別のウインドウが立ち上がり、ウェブクラスのログイン画面が表
示されます。

「在学生の方」を
クリック「WebClass」を

クリック

「ログイン画面を表示する」を
クリック

ログイン画面が表示される

(4) ウィンドウが開いたら「ログイン画面を
表示する」をクリックします。ウェブ
クラスのログイン画面が表示されます。

(5) ログイン画面左側に、「ユーザー ID」と「パ
スワード」を入力します。

ユーザー ID とパスワードを入力
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い
て
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教授
キャリア支援部長 新山　一雄 教養 （キャリア）
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教授 内田　真人 教養 （キャリア）

准教授 加藤　敦宣 教養 （IT）

教授 斎藤　忠志 教養 （外国語）
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教授 平井　康大 教職
共通教育研究センター
特別任用教授 齋藤　武捷 教職

　

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が

二
〇
〇
七
年
四
月
に
発
足
し
て

今
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

全
学
共
通
教
育
が
本
格
的
に
施

行
さ
れ
る
に
伴
い
、
本
セ
ン

タ
ー
が
発
足
し
た
わ
け
で
す

が
、
全
学
共
通
教
育
科
目
が
多

様
な
分
野
、
多
く
の
科
目
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
分
、
本
セ
ン

タ
ー
の
組
織
も
そ
れ
に
対
応
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
大
き
く
分

け
て
「
教
養
科
目
部
会
」「
教

職
科
目
部
会
」「
体
育
科
目
部

会
」
の
三
つ
の
部
会
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
三
つ
の
科
目

の
内
、「
教
養
科
目
部
会
」
は
、

五
つ
の
「
専
門
部
会
」
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
養

科
目
内
の
分
類
に
対
応
す
る
よ

う
に
し
て
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
会
は
、

各
学
部
か
ら
一
～
二
名
（
複
数

の
専
門
部
会
を
兼
ね
て
い
る
委

員
を
含
む
）
の
委
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

セ
ン
タ
ー
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、

い
ず
れ
か
の
部
会
あ
る
い
は
専

門
部
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
専
門
部

会
の
構
成
は
、
教
養
教
育
科
目

の
分
類
に
対
応
し
て
い
る
訳
で

す
か
ら
、
本
セ
ン
タ
ー
の
組
織

を
見
れ
ば
、
全
学
共
通
教
育
科

目
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
の
組
織
が
科
目
に

応
じ
て
縦
に
広
が
っ
て
い
る
の

を
カ
バ
ー
す
る
べ
く
、
各
部
会

の
横
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
が
管
轄
す
る
科

目
の
企
画
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の

教
育
研
究
活
動
に
か
か
わ
る
企

画
な
ど
を
審
議
し
決
定
す
る
委

員
会
と
し
て
、
企
画
・
研
究
小

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
企
画
・

研
究
小
委
員
会
は
、
各
部
会
、

教
養
部
会
参
加
の
各
専
門
部
会

の
部
会
長
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
企
画
・

研
究
小
委
員
会
は
、
開
催
回

数
な
ど
か
ら
見
て
も
必
ず
し
も

本
格
的
に
機
能
し
て
い
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
、
全

学
共
通
教
育
科
目
の
内
容
に
か

か
わ
る
具
体
的
な
企
画
の
議
論

や
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
よ
り

活
性
化
す
る
た
め
の
活
動
を
牽

引
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
最
高
意
思
決
定

機
関
が
共
通
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
員
会
議
で
す
。そ
の
上
に
、

全
学
共
通
教
育
科
目
の
運
営
と

本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
管
轄
す

る
共
通
教
育
運
営
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
通
教
育

運
営
委
員
会
は
、
各
学
部
の
学

部
長
と
各
学
部
か
ら
選
出
さ
れ

た
委
員
一
名
、
そ
し
て
共
通
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
共
通
教
育
運

営
委
員
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
で

決
定
さ
れ
た
事
項
や
予
算
・
決

算
、
人
事
な
ど
に
関
わ
る
重
要

事
項
を
審
議
し
ま
す
。
共
通
教

育
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
科
目
担
当
者
や
人

事
な
ど
各
学
部
で
審
議
す
る

必
要
が
あ
る
案
件
は
、
各
教

授
会
に
諮
ら
れ
ま
す
。


